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0　はじめに

日本語の相づちについては使用頻度が高く、使用

される表現も多種多様であるといわれる（水谷1988、

メイナード1993）。しかしいかなる場面でも、また

いかなる相手にも常に高頻度で多種類の相づちが使

用されているわけではない。相づちもまたその他の

表現同様、待遇的な性格があるからである。ここでは、

社会的地位や性の異なる対人関係（同年代：年上、

同性：異性）のなかで、相づちの使用がどのように

変化するかを観察する。一人の話し手（20代の女性）

が、会話の相手を変えることによって相づち使用の

頻度や表現にどのような変化が現われるかを調べる。

会話の相手は同年（20代）の相手10名（女男各5名）

年上（50～60代）の相手10名（女男各5名）の計20

名とし、いずれの相手とも同様の話題について会話

をした。会話時間は相手によって2分38秒から16分

32秒までと様々であったが、合計2時間31分53秒の

会話を資料とする。

1　出現した相づち

相づちは堀口（1997）が整理しているように、研

究者によってその認定基準は様々であるが、ここで

は表現形式を中心に認定した。機能や使用者、出現

位置による認定は、一見明確な基準のように見えな

がら、分類者が暗黙のうちに前提にしていることを

不問にしてしまう危険性がある。そのため誰にとっ

ても明確な、表現形式による認定を採用した。なか

でも小宮（1986）の2分類がより単純でより形式に

忠実なので、ここでは小宮を参考にし、その上でい

くらか下位区分を増やし、以下の16の系を区別した。

但し、「そう系」と「文末系」については、自己主張型、

疑念表明型、受入表明型、同意暗示型、同意表明型
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を区別し、型別に整理した。

感声的表現の相づち（感声的で概念を指さないもの）：

あ系、うん系、え系、お系、はい系、ふーん系、

ヘ一系、ほ一系、まあ系、

概念的表現の相づち（意味内容のあるもの）：

そう系、すごい系、本当系、うそ系、いい系、

文末系、繰り返し系

相づちと認定された全表現は表1に示す通りである。

その際、複数の系や型が組み合わされているものは

離して、別に集計した。相づち表現の組み合わせに

ついては6で取り上げる。

2　相づち表現とその使用頻度

まず全体的に見ると表現種類としては114種で、総

計1606個の相づちが使用された。表1から明らかな

ように、114種の内、非常によく使用される相づちと

あまり使用されない相づちがある。「うん」（518回）

や「あー」（215回）はそれぞれ全使用の32．3％、

13．4％にものぼる高使用頻度表現で、この2種で全

相づち使用総数のほぼ半数（45．7％）を占める。い

ずれも「感声的表現」であるが、この二つの表現は

他の表現の使用頻度とは比較にならないほど高い。「概

念的表現」の「繰り返し」の101回も少なくない（6．3

％）。

反対にたった1回の使用であった表現は52種もあり、

全表現種類数114の45．6％にのぼる。使用回数2回と

いう21種類の相づち表現を加えると、全表現種類数

の64．0％になる。そして、これら6割を占めるあい

づち表現は全相づち使用総数から見ればわずか5．9％

にすぎないことも分った。日本語では頻度も高く、



表1対人別にみた全相づち使用表現とその出現回数

1 世 代 別 y 1 1 0 y f9 y 柑 lイ7 再 6 1－m 5 y m 4 y m 3 y m ：！ 1，m l y o r l O o f 9 0柏 o r 7 o f 6 O m 5 lT r 14 o lm 3 0 11 12 O m l 0 計
2 あ l 2 4 2 2 2 5 5 2 8 3 3 2 3 3 2 l 1 2 1 4 4 7

3 ■ 1 2 8 5 l J 8 1 2 5 16 1 1 1 0 1 8 2 0 4 3 3 2 3 7 1 2 1 2・1 1 1 4 2 1 5

4 あ ー・あ 0 1 1 1

5 あ ー あ ー 1 6 I 2 1 0 3 2 4 7 1 1 7 2 7

6 あ ー は 0 1 コ l 1 4 4 ト1 7
7 う ー 1 1 0 1
8 う ん 2 0 2 9 2 4 4 1 1 5 2 3 3 5 8 6 4 8 3 5 3 5 6 1 6 4 3 3 6 3 7 9 1 4 1 2 6 2 5 16 2 5 1 8

9 ん － 1 2 1 2 2 l 1 8 5 1 2 4 3 2 16 5 1 3 l 3 7 4 1 6 5

1 0 う ー ん 1 3 2 2 1 9 5 l 1 4 1 4 1 6 2 5

1 1 う ん う ん 4 5 2 1 3 2 1 7 6 t 2 I 1 0 2 7
1 2 う う ん 1 2 l 1 5 0 5 4 1 2 2 2 9

1 3 え 4 1 2 1 2 2 8 8 1 2 4 5 2 2 3 2 3 1 2 5 7

1 4 え 一・ l l 1 l 2 5 6 1 3 4 川
l b ス．え． l 2 0 2 b 3 1 6
1 6 お お l 1 l 0 l l 0
1 7 は 2 2 0 2

1 8 は － は－ 1 l l 2 S 1 l 1 3 8

1 9 は あ 0 4 4 4
2 0 は い 1 2 5 1 3 l 2 1 5 2 7 2 2 3 3 2 4 2 5 4 0
2 1 は い は い l l 3 2 8 1 5 1 3 3 3 1 9 3 4 3 7 5 1

2 2 ふ ー ん I 2 2 2 l 2 1 0 l l 2 l 3 2 1 0 2 0

2 3 ふ んふ ん 0 t l 1 1 0 1 1
2 4 へ え 一 3 3 2 4 l 7 1 0 3 7
2 5 ほ ・－・ 1 2 3 1 1 4
2 6 は 一・・は一 1 l 2 0 2

2 7 ほ 一一 ん l 1 2 0 2 7 l

2 8 ま あ 3 l 3 1 1 2 1 1 1 3 l 5 1 6
2 9 ま あ ま あ l 1 0 1
3 0 ま あわ 1 2 l 3 l l 3 1 1 3 3 1 4 1 7 2 5 9
3 1 そ う 4 1 1 1 1 3 2 1 3 l 1 1 4

3 2 そ うそ う 2 l 1 l 2 7 2 2 9

3 3 そ う だ よ l 1 2 0 2

3 4 そ つ な ん よ 1 1 0 1
3 5 そ う な ん だ っ て 1 1 0 1
3 6 そ う い う こ と で す 0 1 1 1
3 7 そ う な ん で す l 1 1 1 2

3 8 そ う な ん で す よ 0 1 1 1 2 5 6

3 9 そ う かね 1 1 0 1
4 0 そ う か な 1 l 0 1
4 1 そ ん な も ん かI l 0 l 1 1
4 2 そ ん な も ん かな 0 I l l 2 2
4 3 そ う か 1 1 0 1
4 4 そ つ か 1 1 2 2 6 2 l l 4 1 0
4 5 そ つ かそ っ か 1 1 2 0 2
4 6 そ う な の 1 1 0 t
4 ‾7

4 8

4 9

そ つ 12ん

そ つ なん だ

そ れ もそ うな ん か

l

1

3

1

1

2

5

0

2 2

1

0

4

1

2

9

1
5 0

5 1

5 2

そ う で丁 か

そ う い う こ とか 2

1 1

0

2

1

1 1

1

0

2

1

2 2 0 1 1
5 3

5 4

5 5

5 6

そ う か も

そ れ もあ るか も

うね

1

0

1

0

l

1

1

0

1

1

1

1 1 2

5 7

5 8

そ

そ う よね

そ うや ね

l l

l

0

2

1

1

1

1

0

1

1

2

2
5 9

6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

そ うや な

そ うだ ね

そ れ は あ る

そ れ は あ る か も

そ うな の ね

そ うな の よ ね l

1 1

1

2

1

l 1

4

1

1

0

1

1

4

0

4

0

0

1

0

1

8

1

1

1

1
6 5 そ うい う こ とね l l 0 1
6 5 そ つな ん だ よ ね 0 l 1 1
6 7 そ うで す Iコ 0 4 3 9 4 2 4 9 4 l 4 0 4 0
6 8 そ つで す よ ね 0 l 1 2 l 5
6 9

7 0

そ うな ん で す ね

そ うな ん で す よ ね 1

0

1

l 】

1 1

2

2

2

3
7 1 0 1 1 1 1 3 5 8
7 2

7 3

7 4

そ う監 っ て た

そ う里 つ う や つ

そ うみ た い

1 1

0

0

1

l

0

1

1

l

l

l 1 2
7 5

7 6

7 7

7 8

丁 こ’い

す‾こ い ね

丁 ご い じ ゃ ん

丁 こ い よ ね

1

1

1

1

1

1

0

2

1

2

0

0

1

3

1

1

1 3 3
7 9

8 0

な る は と

な る ほ ど ね 1 3 1

1

2 1 1

1

9

3 1

1

1 2 1 1 7

1

1 8

1 0
8 1 lt か に 5 3 2 1 1 1 1 2 3 1 4
8 2

8 3

8 4

8 5

8 5

8 7

橿 か に ね

ほ ん と う

ほ ん と ほ ん と

本 当 に

本 当 だ よ ね

本 当 で す よ

1

1

1

2

1

1

1

l

2

1

2

J

0

1 1

8

1

1

1

1

1 1

1

8

0

1

2

1 3

2

1 0

2

1
8 8

8 9

9 0

9 1

9 2

本 当 で す よ ね

ほ ん ま lこ

ほ ん ま よ ね

ほ ん ま じ ゃ

ま じで

1

1

1

2 2

1

l

0

1

2

0

6

コ

1

1

0

0

1

0

1

1

2

1

6 3 8 4 5
9 3

9 4

9 5

9 6

9 7

9 8

9 9

1 0 0

1 0 1

1 0 2

1 0 3

1 0 4

1 0 5

1 0 6

1 0 7

1 0 8

1 0 9

1 1 0

1 日

1 1 2

1 1 3

1 1 4

1 1 5

1 1 6

1 1 7

だ め だ め

う そ ・－

う そ は つ か り

い や

い や い や

い い よ

い い じ ゃ ん

い い ね

1

1

1

2

2

5 3

6 5

1

1

1

1

4

1 3

l

9 3

1 1 3

1

3

5ニ2

8 2

1

3

8

2

2

1 1 2

1 4 3

1

2

1

1

5 5

6 7

1

1

4

3

7 1

6 9

l

6

8 4

9 2

1

1

1

1

1

2

8

4

1 8－1

2 0 5

ト1

1

3

1：20

1 8 0

1

1

3

2

9

2

3

9 9

1 2 1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

4

1

1

0

3

6

1 3

1

0

0

0

6 8

1 4

9

9 2 3

1 1 3 7

1

6

6

1

7ニ！

6 5

1

2

1

7 0

7 0

2

1

2 6

2 5

3

1

1

1

4

1

1 1 3

1 4 1

1

1

4

3

6

8 3

9 1

1

6

1

3：2

4 9

1

2

1

5 7

5 0

1

3

2 3

2 こZ

4

1

5

9 3

8。

0

0

0

2

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

4

1

2

1

1

3 3

2 2

1 5

6 8 3

7 1 0

1

1

1

2

2

1

1

l

l

4

1

1

1

3

6

1 7

2

2

1

1

1 0 1

3 6

2 1

1 6 0 6

1 8 4 7

4

4

3

1

2 3

9 1

3

0

0

1

9

7 0

い い よね

で し ょ

だ ろ う

か な

か も しれ な い

だ ろ うね

だ よね

わ ー

や －

で す ね

で す よn

あ り ます よね

繰 り返 し

1

1

7

1

1 1 4

1 1 3

言 い 替え

完 成

含 計

一・　 ．、1

3 0

6 5 3

2 1

2 8 6

2 0

9 2 4

2 7

5 0 0

1 8

3 9 2

－2－



図1使用回数から見た相づち表現の種類数

種類も多いと言われるが、個人が使用する表現とい

う観点から見ると、高頻度で使用される相づちは非

常に限定されており、その他の多くの相づちの使用

はごく限られていることが分かる（図1参照）。

感声的表現と概念的表現の使用割合は1163作：

443件で、感声的表現が全体の72．4％を占め、圧倒的

に多いことが分かる。また、使用回数1－2の相づ

ち表現では73種中63種が「概念的表現」に属してい

るが、概念的表現はいずれの系も様々な文末表現を

取りうるので、その異なりをBIjの表現と分類したこ

とからこのような結果になった。たとえば今回の調

査では「そう系」で36種類の異なり表現が観察され

たが、相づちの機能を考える時、特に概念的表現の

場合には系と共に文末形式を考慮した考察が欠かせ

ないだろう。われわれが提示した5つの型は、この

点を考慮した分類案である。

3　相づち使用の頻度と談話内でのふるまい

全談話時間9113秒（2時間31分53秒）内に現れた

相づち総数は1606個で、相づちは平均5．7秒に1回の

割合で出現している。しかし個人別に見ると、相づ

ち使用が多い相手（Oml、Ym4、YflO）と少ない

相手（Om4、Ym2）があり、また相づち以外の実質

的な発言をどの程度しているかという点でも、相手

によって異なる。以下、同年：年上、同性：異性を

比較し、対人関係によって相づちの使用頻度や談話

内でのふるまい方に違いがあるかどうかを見る。

3－1　社会的地位（同年：年上）から見た相づち

の使用頻度と談話内でのふるまい方

対同年と対年上の相手では、以下に示すように相

づちの使用頻度に違いはなかった。

対同年の相手：平均5．5秒に1回の割合

（5128秒の間に923回）

対年上の相手：平均5．8秒に1回の割合

（3985秒の間に683回）

図2は個人別に示したものであるが、これを見ても、

同年の相手と年上の相手によって使用頻度に違いは

見られない。
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図2　相づち使用の間隔（秒）比較　図3　聞き手役割度比較

対同年：対年上　　　　　　　　　対同年：対年上



ところで、相づちは相づちのみで出現することが多

いが、相づち＋発話として出現することもある。だ

から、単に相づちが多いからと言って実質的な発話

を行っていないとは言えない。そこで、相づちであれ

発話であれ、すべての発言を数え上げ、その中で占

める相づちのみの発言を「聞き手役割度」として数

字化した。その割合を比較すると以下のようになり、

対年上の方が対同年よりも聞き手役割度が大きい（図

3参照）。

同年の相手に対する聞き手役割度：55．3％

年上の相手に対する聞き手役割度：72．5％

以上の点から明らかになったことは以下の通りである。

（1）年上の相手には発話はせずに、相づちのみを打ち、

聞き手役割を引き受ける傾向にある。

（2）同年に対しては発話はより頻繁になされるが、

相づちに代わって発話がなされるのではなく、

相づちに加えて発話がなされる。すなわち

（3）相づちの頻度は対同年と対年上では違いは見ら

れなかった。

3－2　性（同性：異性）から見た相づちの使用頻

度と談話内でのふるまい方

対同性と対異性の相手でも、以下に示すように相

づちの使用頻度に大差はなかった。
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図4　相づち使用の間隔（秒）比較　図5　聞き手役割度比較

対同性：対異性　　　　　　　　　対同性：対異性

対同性の相手：平均5．5秒に1回の割合

（4050秒の間に729回）

対異性の相手：平均5．8秒に1回の割合

（5063秒の間に877回）

しかし、図4が示すように、対同性ではどの相手に

もほぼ同程度の使用であるが、対異性では相手によ

って使用頻度に大きな差がある。すなわち相づちを

よく打つ相手とあまり打たない相手がいる。何がそ

の違いを作っているのかは今後の課題だが、同性で

はいずれの相手でも同じ程度であるのとは対照的で

ある。

次に聞き手役割度だが、以下の通り同性：異性で

違いは見られなかった（図5も参照）。

同性の相手に対する聞き手役割度：64．3％

異性の相手に対する聞き手役割度：63．5％

対同性と対異性では相づちの使用頻度のみならず、

談話内での聞き手役割の度合いもあまり変わらない。

相手が同性の女性であるか、異性の男性であるかは

相づちや発話の頻度には影響しないと言える。ただ、

相手が男性である場合、相づちをよく打つ相手とそ

うでない相手があった。相づち使用には、ここで想

定した性と社会的地位以外の条件があることを示唆

している。

4　相づち表現のヴァリエーション

次に、会話中に使用されるあいづち表現の種類数

について見る。表現種類数は会話の相手によって大

きく異なり、32種類から9種類の幅があった。図が

示すように、表現種類数は相づち使用数と緩やかに

対応している（図6参照）。相づちを多くうてば表現

種類も多く、相づちが少ないときには種類も少ない

という傾向が見られた。

l図 6 相 つち表 現の 種負 数 と全発 言回 数 の関係 l
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それは相づちのうち方に次のような特徴があるこ

とと関係があると思われる。以下の例はある会話内

に現れた相づちを出てきた順に並べたものであるが、

相づちをうつ時に、色々な表現を混在させながら使‘

い分けるというよりは、同じ相づちを続けて使う傾

向にあるのが見て取れよう。ある表現はあるところ

から以降にしか出てこず、出た後はしばらく連続し

て使われていることに注意したい。

く会話例1〉

あー／／あー／／うんあー／／ん－／／あー／／あー／／ん－／／確かに／／あーへ

一／／うん／／あー／／あー／／は－は一は－／／あー確かに／／あー／／ん－／／

あうん／／ふ一ん／／うん／／ふーん／／うん／／あーあそうなんだ／／はいは

いはいはい／／あー／／はいはい／／え／／うん／／うん／／あー／／うん／／あー

はいはいはい！／あー！／うん〃あー／／うん／／そうだね／／うん／／そうだ

ね／／うん／／あーあそれもそうなのか／／あー／／あー／／ん一／／そうだね

／！うん！／そうか／！あ一！／うん／／うん／／あそうなんだ／／あー／／うん／／

うん／／うん／／うん／／うん／／うん／／ん－／／うん／／まそうよね／／あー／／

ん一／／そうだね／／うん！／ほんとほんと！！ん一！！まあね／／あー！／あー

／／うん／／そうですね／／まあ／／うん

表2　系・型別のあいづち表現とその使用回数一覧

く会話例8〉

ん－／／そうですよね／／そうですね／／うん／／そうですね／／そうですね

え／／はい／／ん－／／はい／／あー／／あーそうですね／／そうですね／／うー

んそうですね／／あー／／あーそうですね／／完成／／ん－／／そうですね／／

うん／／うんうん

く会話例10〉

うん／／うん／／うん／／うん／／うん／／ほ－ん／／うん／／うん／／うん／／うん

／／うん／／ヘーあー／／うん／／ほ－ほ－ほ－／！ふ1ん／／ヘー！／そうなん

だ／／うん／／うん／／あーあそういうことね／／はいはいはい／／え／／うん

／／あ／／うん／／ヘー／／え／／うん／／うん／／うん／／そうそうそうそう／／そ

うそうそう／／ね一

5　相づち表現と対人関係

相づち表現には使用頻度が高いものと低いものが

あることを2で見たが、表2は系・型ごとにその使

用割合を対人関係別に示したものである。

あ い づ ち 系 ・型
使 用 回 数

対 同 輩 ・年 輩
あ い づ ち 表 現

意
味

内

容

の
な

い
相

づ
ち

あ 2 9 1　 （14 4／14 7） あ 、 あ ー 、 あ ー あ 、 あ ー あ － 、 あ ー は 、

うん 6 4 1　 （4 1 2／2 2 9 ） うー 、 う ん 、 ん － 、 うー・ん 、 う ん う ん 、 う う ん

え 6 9　　 （5 3 ／16 ） ス．、 え ー 、 ス．え

お 1　　　　 （1／0 ） お お

は い 8 8　　 （3 7／5 1） は 、 は － は － 、 は あ 、 は い 、 は い は い

ふ 一一ん 2 1　　 （10 ／1 1） ふ ー ん 、 ふ ん ふ ん

ヘ 一一 10　　　　 （3 ／7 ） へ え ー

ほ 一 8　　　　 （7／1） ほ 一 、 は － ほ 一 、 は － ん

ま あ 3 4　　　 （25 ／9 ） ま あ 、 ま あ ま あ 、 ま あ ね

意

そ う

自 己 主 張 3 1　　　 （2 5／6）
そ う 、そ うそ う、 そ うだ よ 、そ うな ん よ 、そ うな ん だ っ て 、そ うい う こと です 、

そ う な んで す 、 そ うな ん で す よ、 そ れ は あ る

疑 念 表 明 4　　　　　 （2 ／2 ） そ う か ね ． そ う か な ． そ ん な も ん か ね 、 そ ん な もん か な

受 入 表 明 3 1　　 （2 0／1 1）

そ う か 、 そ つ か 、 そ っ か そ っ か 、 そ う な の 、 そ うな ん 、 そ う な ん だ 、

そ れ も そ う な ん か 、 そ う で す か 、 そ う だ っ た ん で す か 、

そ う い う こ と か

同 意 暗 示 3　　　　 （1／2 ） そ う か も 、 そ れ も あ る か も、 そ う か も しれ な い 、 そ れ は あ る か も

同 意 表 明 7 1　　 （1 3／5 8）

そ うね、 そ うよ ね、 そ うや ね 、そ うや な ． そ う だね 、 そ うな の ね、 そ うな の よ ね 、

味 そ うい う こ とね 、そ うな ん だ よね 、 そ うで す ね 、 そ うで す よ ね 、 そ うな ん で すね 、

内

容

の
あ

る
相
づ

そ う な んで す よね

そ の 他 3　　　　 （1／2） そ う 思 っ て た 、 そ う 思 つ ち ゃ う 、 そ うみ た い

す ご い 6　　　　 （3／3 ） す ご い 、 す ご い ね 、 す ご い じ ゃ ん 、 す ご い よ ね

本 当 8 3　　 （3 8 ／4 5）

な る ほ ど、 な る ほ ど ね 、 確 か に 、 確 か に ね 、 本 当 、 ほ ん と ほ ん と、 本 当 に 、

本 当 だ よ ね 、 本 当 で す よ 、 本 当 で す よ ね ， ほ ん ま に 、 ほ ん ま よ ね ．

ち ほ ん ま じ ゃ 、 ま じ で 、

う そ 7　　　　 （4／3 ） だ め だ め 、 う そ － 、 う そ ぽ っ か り、 い や 、 い や い や 、

い い 4　　　　 （4 ／0 ）
い い よ 、 い い じ ゃ ん 、 い い ん じ ゃ な い で す か 、 い い ね 、 い い ね い い ね 、

い い よ

文 末

自 己 主 張 5　　　　 （5／0 ） で し ょ 、 だ ろ う

疑 念 表 明 2　　　　 （1／1 ） か な 、 か も しれ な い

同 点 表 明 3 2　　　 （2 3 ／9 ） だ ろ う ね 、 だ よ ね 、 ね 一 、 や － 、 で す ね 、 で す よ ね 、 あ り ま す よ ね 、

繰 り返 し 16 1　 （9 1／7 0 ） 繰 り返 し、 言 い 換 え 、 完 成

合 計 1 6 0 6 （9 2 3 ／6 8 3 ）
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5－1　対同年と対年上で使用傾向の異なる相づち

表現

対同年と対年上で使用傾向の晃なる相づち表現は

以下の通りである（図11参照）。

対同年に多い相づち表現：うん系、え系

対年上に多い相づち表現：あ系、はい系、そう系、

本当系

「うん系」と「はい系」

「うん系」が対同年に多く、「はい系」が対年上に

多いのはわれわれの直感に一致する。「うん系」はく

だけた形なので年上にはむしろ丁寧な形の「はい系」

が多く使われると考えられる。しかし、「うん系」は「は

い系」に比べて圧倒的に高出現で、対年上にも非常

に多く用いられている。「うん系」と「はい系」の使

い分けには、単に「くだけた形のうん」と「丁寧な

形のはい」という対立ではない要因があると思われ

るが、今後の課題である。

「そう系」と「本当系」

「そう系」は対年上により多く使用されたが、中

でも「同意表明型」と分類されたもの（「ね」「よね」

のついた形）の多さが目についた。他方で「そうです、

■ぁ系

凪うん糸

田え糸

田はい糸

田そう森

田本当系

巳文末糸

田繰り返し系

tロその他

■ぁ糸

田うん系

E】ぇ系

【ヨ：まい高

田そう糸

田本当系

田文末糸

田織り返し系

nその他

そうですよ」などの「自己主張型」や「そうか」「そ

うですか」などの「受入表明型」が対同年に多く使

用された。同年には自分の意見を主張したり、相手

の意見を中立的に受けとるという態度であるが、年

上には同意を表明する傾向があるという結果がでた（図

7参照）。

「本当系」も「そう系」同様、対年上により多く

使用されている。その意味では「そう系」と似た働

きがあると思われる。ただ「本当系」は「そう系」

とは毘なり、受入表明型（「本当」「なるほど」）は対

2 0　 1

霊 10 書 」

l団8　 本当裏の型別出現■ l

車 1才年上

0 ．
自己主張型l疑念表明型受入表明型 同1 鴫示型 岡1 表明型
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年上に多く、同意表明型（「なるほどね」）は対同年

に多いという型レベルで「そう系」とは異なった傾

向が見られた（図8参照）。「そう系」と「本当系」

には似た意味もあるが、また異なった待遇的意味があ．

るのかも知れない。これについては今後の課題である。

「あ系」と「え系」

rあ系」は対年上に多く、そして「え系」は対同年

に多く使われている。「あ系」は相手の発話内容から

重要なことを気づかされたり、また納得させられた

りすることを示す相づちである。相手の発話を情報

価値の高いものとし、十分受け入れ可能なものであ

ることを示しながら、年上を立てていると思われる。

他方「え系」は相手の発話内容に連和感があり即

座に受け入れられないことを示す相づちである。こ

の相づちは出現環境が少し異なる。すなわち「あ系」

はターンを取得する場合にも取得しない場合にも使

用されるが、「え系」はターンを取得しない場合には

使用されず、専らターンを自らの意志で取得する「自

己選択」の場合に、発話に先立ち用いられることが

多い（大浜2001）。ターンを自己選択するという行

為自体が年上に対しては控えられる（大浜2000）ので、

それと連動して「え系」も少なくなっていると思わ

れる。

「あ系」と「え系」が対年上と対同年に使い分け

られていることから考えると、これも「そう系」の

ところで述べたように、年上には同意傾向を見せ、

同年には非同意と共に自分の意見を表明する傾向が

あることを示していると言えよう。

5－2　対同性と対異性で使用傾向の異なる相づち

表現

対同性と対異性で異なる使用傾向にあった相づち

表現は以下の通りである（図12参照）。

対同性に多く使用される相づち表現：本当系、

対異性に多く使用される相づち表現：あ系、え系、

「本当系」で大きな差を作り出しているのは疑念表

明型である（図10参照）。疑念表明型とは「本当、ほ

んとに、ほんまに、まじで」であり、疑念というより、

むしろここでは相手の情報が驚きの対象であったこ

との表明であろう。

ところで「あ系」と「え系」であるが、このいわ

ば対立する態度を示す2つの系の相づちがどちらも

対異性に多く使用されていることは興味深い。対同

性には「本当系」で相手の言うことに異議を唱えず

受け入れるのみであるが、対負性には柏手の意見に

感心や納得をし、他方で異議を唱えるという、いわ

ば相手を受け入れる方略と相手を拒否する方略を使

い分けながら会話を展開させている。異性に対して

異なる2つの方略をどのように使っているのか、す

なわち受け入れて‡巨否するのか、拒否して受け入れ

るのか、興味深い問題だが、そのためにはより詳細

な会話の観察が必要である。

5－3

以上の観察から、相づちの使用は、対話相手との

社会的関係や性によって左右されることが分かった。

まとめると以下のようになる。

社会的関係を軸に考えたときには、同年と比較する

とより待遇度をあげなければならないであろう年上

には以下の方略が使用される。

（1）丁寧な表現が選ばれる（はい系）

（2）相手の発話が聞き手にとって納得できることを

示す（あ系）

（3）同意表明の態度を示す（そう系、本当系）

（4）相手の発話に違和感を覚えるような態度は示さ

ない（え系を使用しない）

性を軸に考えたときには（1）の方略は関わらない。

しかし（2）の方略とある意味では逆の（4）の方略

ー7－



（え系を使用する）を男性に、そして（3）の方略を

女性に対して用いている。すなわち、対年上と対同

年では明らかに前者をより高く待遇していたのと比

較すると、対異性と対同性には、どちらをより待遇

するかという単純な問題ではなく、待遇の仕方が異

なると思われる。すなわち、男性には発話内容の重

要性を認めたり、また明確に違和感を示すことが待

遇的に効果があるのに対し、女性に対してはそのよ

うなことよりもむしろ同意を示す、すなわち共感を

示すことが効果的であると考えられているのかもし

れない。

6　複合的相づち表現

相づち表現は「はい」「うん」「あー」など単独で

使用されることが多いが、いくつかの相づち表現が

組み合わされて「あーはい」のように複合的に使用

されることもある。多くは2つの組み合わせであるが、

時には3つ以上のこともある。本資料では1406回の

相づち出現時のうち、複合的な相づちが現れたのは

183回（13．0％）であった。そのうち3つ以上の相づ

ちが複合されたのはわずか14回であった。表3は複

合的使用の順序を示したものである。3個以上の組

み合わせは以下のように数えた。「ん、確かにね、ん」

＝「ん、確かにね」十「確かにね、ん」。表3から明

らかなように、複合的相づちの多くは「あ系＋α」「う

ん系＋α」であり、そのうちでも「あ系＋そう系」

が最も多く、それに「あ系＋本当系」「あ系＋はい系」

「うん系＋そう系」が続くことが見て取れよう。

表3　接合的相づち表現の先行・後続関係

∴ あ う え お は ふ へ は ま 号 す 本
当
う
そ
い
い

文
末
繰

り
系 ん
系

糸 糸 い
系

つ
ん
系

え
系
お
系
あ
系
つ
系 い
系
系 系 系 系 返

し
系

あ系 4 3 1 2 l

う ん 系 3 1 1 ワ 2

え 系 3 3 3 4

お 系 2

は い 系 14 1 2

ふ うん系 1 1

へ え 系

ほお系

まあ系 ° 6 1 1

そ う 系 ′1 8 1 6 2 2 1

す ご い系 1 1 1

本 当 系 1 9 3 1 2 1

う そ 系 1 ウ

いい系 2 1 l 3

文 末 系 2 ウ

織 り返 し系 8 8 り ウ 1

－8－

7　まとめ

本調査によって明らかになったことは以下のこと

である。

（1）相づちには高頻度使用語と低頻度使用語がある。

前者には「うん」「あー」「繰り返し」等があり、

本資料ではこの3種で全相づち使用の約5割を

占めた。後者としては全相づち表現の約6割が

1～2回のみの使用であった。

（2）談話時間当たりの相づち使用頻度はどの相手グ

ループにもほぼ一定であった。

（3）年上の相手よりは同年の相手に対して、相づち

以外の発話が多く見られた。

（4）異性の相手と同性の相手には相づち以外の発話

の量に違いは見られなかった。但し異性の相手

では個人間の差が大きかった。

（5）相づち使用数と相づち表現の種類数は比例して

いるようであった。

（6）年上の相手と同年の相手で、使用される相づち

表現に違いが見られた。対年上には相手の発話

を重複し、賛同する表現（あ系、そう系、本当系）

が多く使用され、対同年では違和感を表明し自

らのターン取得をシグナルする「え系」が多く

使用された。また年上には丁寧な「はい系」が

多く同年にはくだけた「うん系」が多く使用さ

れた。

（7）同性の相手と異性の相手では使用される相づち

に違いが見られた。同性には同意賛同の「本当系」

が多く使用され、異性には相手の発話を重視す

る「あ系」と違和感を表明し自らターンを取得

することをシグナルする「え系」が多く使用さ

れた。同性の相手と異性の相手を待遇する方略

に違いがあることが示唆された。

（8）相づちの組み合わせには一定のルールがある。

多くは「あ系＋α」の形を取っている。
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